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各位 

COMMISION IMPLEMENTING DECISION (EU) 2015/253 により、本船上で使用する燃料油の硫

黄分濃度の確認のため、欧州連合加盟国が寄港国の検査時に実施する検査の方法やその頻度に

ついて定めたとの情報を入手しましたので、その概要につきお知らせいたします。 
 
1 年間に加盟国に寄港する船舶のうち、少なくとも 10%の船舶について、当該加盟国が航海日誌及

び燃料油供給簿を検査することとなっております。さらに、2016 年 1 月 1 日以降、上述の検査を受け

る船舶のうち、少なくとも以下に掲げる割合で、本船上に保管されている燃料サンプル、船上でのス

ポットサンプリングにより採取されたサンプルのどちらか又は両方の分析が行われます。 
 
1. 排出規制海域*のみに面している加盟国に寄港する船舶： 40% 
2. 排出規制海域*に部分的に面している加盟国に寄港する船舶： 30% 
3. 排出規制海域*に面していない加盟国に寄港する船舶： 20%（2020 年 1 月 1 日以降は

30%） 
 
* 排出規制海域：MARPOL 附属書VI第 14 規則 3.1 にて規定されるバルト海海域及び北海海域 
 
船上でのスポットサンプリングは、旗国政府又は弊会の承認を受けた燃料油系統図に図示されるサ

ンプリングバルブから行われます。サンプリング位置が特定されていない場合、次に掲げる全ての条

件を満たす位置に設置されているバルブから行われます。 
 
1. 容易にまた安全に近づきやすいこと 
2. 異なる品質の燃料油の使用が考慮されていること 
3. 燃料油サービスタンク下流側であること 
4. 可能な限り機器入口に近く、且つ、燃料油の種類、流量、温度及びサンプリングポイント下流側

の圧力が考慮されていること 
5. 本船上の責任者によって提案され、サンプリングを行う検査官（サルファーインスペクター）によ

って認められていること 
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サンプリングバルブ設置のために改造が実施される場合、図面承認及び検査を受ける必要がありま

す。 
1. 図面承認 

改造に先立ち、改造の内容を示した燃料油管線図を弊会機関部宛にご提出下さい。 
2. 検査 

改造の内容に従い、次のような検査が要求されますので、弊会支部又は事務所に臨時検査を

お申込み下さい。 
(1) 改造箇所の確認 
(2) 燃料油管装置の水圧試験、漏洩試験 

 
当該規制の詳細に関しましては、添付の COMMISSION IMPLEMENTING DECISION(EU) 
2015/253 をご参照ください。 
 
 
なお、本件に関してご不明な点は、以下の部署にお問い合わせください。 
 
一般財団法人 日本海事協会 （ClassNK） 
本部 管理センター別館 機関部 
住所: 東京都千代田区紀尾井町 3-3（郵便番号 102-0094） 
Tel.: 03-5226-2022 / 2023 
Fax: 03-5226-2024 
E-mail: mcd@classnk.or.jp 

添付： 

1. COMMISSION IMPLEMENTING DECISION (EU) 2015/253 
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